

































































































1) Friedrich Pollock, Sombarts ,,Widerlegung" des Marxismus,
Leipzig 1926.
2) Arthur Nitsch, Sombarts Stellung zum Sozialismus, Leipzig 1931.
3) Gustav Adolf GroB, Die wirtschaftstheoretischen Grundlagen des
≫Modernen Kapitalismus" von Sombart. Eine kritische Unter-
suchung vom Standpunkt einer sozialindividualistischen Wirtschafts-
auffassung, Jena 1931.

















































ようである(Joseph A. Schumpeter, History of Economic Analysis, New York,



























Sombart, Noo-Soziologie, VII＋123 S･,Berlin 1956｡ およびゾンバルト晩
年の助手Walter Chemnitz 編集のゾンバルトの講義やゼミ演習にもとづ





5) Georg Weippert, 1899-1965, Werner Sombarts Gestaltidee des
Wirtschaftssystems,Gottingen 1953.
6) Werner Krause, Werner Sombarts Weg vom Kathedersozialismus







の経済学』1930年(Die drei Nationalokonomien.Geschichteund System der




名な『社会科学辞典』(Handworterbuch der Sozialwissenschaften,12 Bde. und l


















れる，ルードルフ(Gunther Ｒｕdolph）との共者Grundlinien des okono-
－43－
mischen Denkens in Deutschland, 1848 bis 1945, Akademie-Verlag ･Ber-
















































Schmolders,1903-1991, BerlinerKonj unkturtheorie　und-politikvor Keynes, in :
Beitrage zur Wirtschaftswissenschaftin Berlin.Geschichte und Gegenwart, heraus-







































































　9) Jiirgen Backhaus (Ed.), Werner Sombart (1863-1941), Social Scien-
　　　tist, 3 vols.,
　　　　Volume １ His Life and Work
　　　　Volume ２ His Theoretical Approach Reconsidered
　　　　Volume ３ Then and Now
　　　Marburg, 1996.
　10) Jiirgen Backhaus (Hrsg. V.),Werner Sombart (1863-1941) －Klassiker

























































英文論考Marx, the Crafts,and the FirstEdition of Modern Capitalism（第
　　　　　　　　　　　　　　　一50－





　金森誠也教授1）は英文版第３巻に, Sombart's Bibliography in Japanese
としてゾンバルトの著作およびゾンバルトの評伝の邦訳書計六点，ゾンバ
ルトに関する邦文研究書二点，ゾンバルトに関する邦文論文11点を表示
されている。また独文版には論考Die Ahnlichkeiten der Ansichten von












　11) Joachim Zweynert, Daniel Riniker, Werner Sombart in RuBland.
































　12) Robert　Brandt, 1967-　und　Thomas　Buchner, 1974-　(Hg.),
　　　Nahrung, Markt Oder Gemeinnutz. Werner Sombart und das vor-

















































































(Hauptprobleme der Soziologie.Erinnerungsgabe 狛r Max Weber, 2 Bde･, Hrsg. Ｖ.
Ｍ. Palyi,Miinchen ｕ.Leipzig 1923｡）も出版された。この論文集の巻頭には，











全二巻，1908年(Die Entwicklung der deutschen Volkswirtschaftslehreim neun-


































































う（ゾンバルト研究文献㈲，第１巻, Bemhard vom Brockeの論文，90ページ
参照）。これに反しウェーバーは，一応毅然たるリべラル的・現代（欧米）
人的立場から，社会科学研究に取り組んだ，といえるのではなかろうか。
　ウェーバーは社会科学に，価値評価から解放されたものとしての，その
学問的厳格性を生涯求め続けた。そしてたとえば，理念型とこれへの適合
度の形で，社会科学の法則性を理解しようとしたのである。
　またウェーバーの，学問的着想の雄大さやその切り口の斬新さや鋭さに
も注目すべきであろう。彼が西欧近代を，「世界の魔術からの解放」のプ
ロセスとしての，近代化，合理化の過程として捉えようとし，これをもと
に官僚性や（カリスマ的・伝統的・合理的）支配の三類型，等々の理解を試
みたことも，その一例であろう。
　さらには両者の人柄の相違も，かれらについての研究の様相の変化の流
れを左右させた条件の一つ，となったかも知れない。これについては，こ
こでは1920年代頃からのゾンバルトのそれについてのみ，再述しておこ
う。
　ウェーバーの早すぎる死の頃から，ないしはゾンバルトのベルリン大学
教授への就任後の頃から，彼は学界などから「孤高の人」とか「一匹狼」
とかいわれ，若干尊大で気まぐれの気むずかし屋，そして同僚や後進の学
問的業績への冷たい，ないしは否定的評価への性向をもつ，などと比較的
非友好的に見られてきたこと，既述のとおりである。
　最後に，ゾンバルト研究の様相の変化の流れを左右したかも知れない一
般的・外的条件について，ゾンバルトの祖国ドイツを中心に総括して，本
稿を閉じることにしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　－59－
　それは結論的にいえば，ドイツを中心に考えても，また世界史的に見て
も，二つの20世紀最大の政治的・社会的・経済的大事件に密接にかかわ
るものであろう。すなわち，その一つは，第１次・第２次世界大戦であり，
もう一つは，社会主義的・マルクス主義的論国家の生誕と消滅ないし衰退
である。
　これらのことを時系列的に要約しておこう。
　まず1910年代末の，第１次世界大戦の敗北にともなう戦後ドイツの大
混乱や，破局的インフレーションなどを含む1920年代のドイツの社会的
・経済的大困難がある。これとともに，戦前には所詮は思想や理論の領域
の問題にすぎなかったマルクス主義，社会主義が，これを基礎に現実的に
も，巨大国家ソビエトの建設に向かわせていったことも，見落とすことは
できないであろう。そしてこれは，1930年代のナチスの政権掌握による
社会や国民の全面的統制と，ドイツの第２次世界大戦の突入へと続くので
ある。
　1945年の第２次世界大戦でのドイツの敗北と，これにともなうナチス
・ドイツの解体がおこり，やがて「べルリンの壁」に象徴される東の共産
主義国ドイツと，西の資本主義国ドイツとへの，ドイツの東西ドイッヘの
分裂と対立がはしまった。これは世界的規模では，西側自由諸国とソ連邦
支配のもとでの東欧諸国や中国など東側共産諸国とへの，分裂と緊張関係
の発生となったのだった。
　いわば世界の冷戦時代ともいうべきこの時代の様相は，1989年のいわ
ゆる「べルリンの壁」の崩壊の頃には，大きな変化を見せることになった。
20世紀末におけるドイツの，東側共産ドイツの消滅にともなう再統一は，
ソ連や東欧諸国の例に見られるように，実は世界的規模で展開された共産
主義諸国の消滅や衰退のドイツ版であったのだ。このようにして，20世
紀も終りの頃になって漸く西側自由諸国中心の，平和的な国際協調の時代
が到来することになったわけである。
　　　　　　　　　　　　　　　－60－
　以上のような20世紀のドイツおよび世界の政治的・社会的・経済的境
遇の変化の流れ，という背景。これはゾンバルト研究者たち，特に彼の社
会主義研究領域に関心をもった研究者たちにたいし，研究者それぞれの国
籍，活動した時代次第では，そのゾンバルト観を大きく左右することにな
る可能性をも生みだすことになったかも知れないであろう。
－61－
